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統一地方選挙で、宇都宮市議会議員当選（３期） 
超少子高齢・人口減少社会の行政課題に対し、ともに変え ともに

守り ともに生きる社会づくりをめざして、これまでの経験を生か

し、生活者の視点で行政のチェックと提言に取り組んでまいる所

存でございます。４，６３４票５位（定数 45）投票率 40.73% 

６月議会で質問いたしました（質問の抜粋） 

１ 地域包括ケアシステム 

問地域療養支援体制（医療と介護の連携）構築の進捗状況は 答切れ目なく在

宅医療・在宅介護が一体的に提供できる体制を目指し、平成 30 年度の構築に向

け、検討を進めている。 

問多様な主体･機関との連携は 答地域療養支援体制の構築の中で取り組む。 

問地域包括ケアシステムの市の総合計画への反映が必要では 答検討する。 

問日常生活圏域と地域包括支援センターの関係は 答地域包括支援センター

は、高齢者福祉の中核機関としての役割を十分果たしている。連携強化の観

点から２５の地域包括支援センターが担当する日常生活圏域を設定した。 

問介護予防・日常生活支援総合事業と生活支援コーディネーター設置の進め

方は 答要支援１・２の利用者はこれまで同様の介護サービスが提供される。国

のガイドラインを踏まえ、市社協から意見を伺い、検討していく。 

２ マイナンバー制度 

問標的型サイバー攻撃に対する危機管理体制、事業者や市民への制度の周知方

法は 答現在、万全のセキュリティ対策が講じられている。国の広報と連携をと

りながら、自治会や団体等を通してお知らせする。 

３ 女性政策 

問男性が多く利用する複合施設に女性相談所が置かれているが、利用する際の

妨げでは  答電話予約を受け、玄関で相談員が待ち受ける等、配慮している。 

問ＤＶ被害者等への精神的支援を含めたサポート体制は 答民間団体への委託

による寄り添った支援に加え、宇都宮市虐待・ＤＶ対策連携会議を立ち上げ、

情報の共有を図っている。 

４ 子ども・若者支援※ 

問一般家庭から自立援助ホームに入居する割合が増加している背景は 答核家

族化や地域コミュニティの希薄化等に伴い、身近に相談できず孤立化する家

庭において保護者の養育能力が低下していることによるものと考える。 

問※要保護児童放課後応援事業の現状と課題、今後の事業継続は 答３年間

の県モデル事業のため、事業終了後の事業のあり方が課題であり、県と協議

を進めていく。 

問要保護児童の受け入れは、現在小中学生となっているが、乳幼児への支援も必

要では 答乳幼児へは保健師との情報の共有化を図りながら訪問調査や健診

などを通して早期発見・早期対応に取り組む。 

問虐待や貧困の連鎖を断つために学習支援は 答昨年度より実施した生活保

護世帯対象の学習支援事業に、今年度、生困窮世帯を対象に加えた。 

５ 宇都宮の魅力と観光  

問二荒山神社や八幡山公園、大谷地域など、宇都宮の魅力を観光へ繋げ誘客を 

答観光アプリの配信をはじめた他、市内の観光周遊を初め、ツアー企画など

着地型観光の充実に向けて準備を進めている。       裏面へ 
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※要保護児童放課後応援事業とは  

(Ｈ26 年度より 3 年間 県モデル事業)  

児童の健全育成と自立の促進、逆知の

世代間連鎖の防止につなげることを

目的として、養育放棄等の状態にある

小中学生を対象に、学校や自宅から支

援施設までの送迎を行い、入浴、食事、

学習などの基本的な生活習慣を習得

するための事業。 

 

６/１８ 本会議で質問（一問一答方式） 

重点政策 

●在宅介護の仕組みの充実 

●子育て子育ち環境の整備と充実 

●福祉都市宣言を生かした市政運営  

●仕事と生活の調和と雇用環境の整備 

 
【議会での所属】 

市民連合会派（政調担当） 

議会運営委員会委員 

文教消防水道常任委員会 

健康長寿調査特別委員会委員長  

市街地開発組合議会議員 

環境審議会委員 
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～後援会の行事～ 

ふれあいバス旅行のお知らせ 
１０月４日（日）千葉県佐倉の街並み散策！ 

🍀一般バス２台 💛出会いバス１台 
お問合せ・お申込み：福田ちえ後援会☎028-636-2582 

 

 

 

 

 

 

前面より       

６ ＬＲＴの導入について  

問事業者未定、用地買収未、市民合意を得られる計画には思えない 答東西方向

を結ぶ基幹公共交通として、高い輸送力と定時制を備えたＬＲＴの導入が必

要不可欠。利用者数は、生活行動実態調査の結果から、平日１日当たり約 1

万 5千人〜２万 3千人を見込んでいる。移動時間の短縮、交通事故の減少、

温室効果ガスの削減、沿道の土地利用や企業の生産性の向上等による地域経

済の活性化など、様々な効果が期待できる。市民の関心は、採算性や事業費

に対する疑問や不安から、停留場の位置や運行頻度等といった事業への期待

へと変化しており、より一層の理解促進に努めていく。 

７ 宮っ子ステーション（子どもの家等会計システム） 

問子どもの家等会計システムは、給与計算と法定福利費等の計算が別である。効

率アップとミスを無くす為一元化しては 答会計システムは本年４月に本格稼働

したばかりなので、まずは現行体制の円滑な運営支援をしていく。 

問マイナンバー制度導入に伴う事業者及び保護者への説明及び対応は 答マイ

ナンバーが導入されると事業者は、税や社会保障の手続き上、従業員からマ

イナンバーの取得や安全管理措置を講ずることになるため、説明会の開催や

マニュアル作成などにより、きめ細かに支援していく。 

問子どもの家の市委託料は、会計年度ごとに清算する必要があるが、預り金となる

社会保険料や税金の清算が分かりにくく、現金で預かるクラブもあり、安全確保の

観点からもルール化が必要では 答通常の保管方法や年度末の保管方法等、そ

れぞれの子どもの家等の実態に応じた最も安全な補完のあり方を明確にして

いただくよう、研修の機会等を活用しながら指導していく。 

問この会計システムは、保護者会費の収納管理や現金出納管理はでず、機能とし

て不十分では 答まずは、現行システムが有効活用されるよう支援に努める。 

市議会ＨＰ➜http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/gikai/ 

※次は１２月議会で質問します。皆様のご意見をお寄せください。 

【５〜１０月 主な活動と予定】 

５月１０日 議員協議会 初顔合わせ 

   ２０日 臨時議会 議長・副議長選挙 

２５日 研修会「中小企業振興条例」 

２９日 議員協議会 ＬＲＴについて 

６月 ５日 連合議員懇研修会「地方創生」 

    ６日 宇都宮市消防操法大会 

    ８日 在宅緩和ケア栃木勉強会 

９日 加賀市視察「地域包括ケア」 

１２日 ６月定例議会開会（～７/１） 

２９日 市内現地調査 浸水被害対策 

７月 １日 健康長寿調査特別委員会 

    ３日 地方議会女性議員連盟総会 

   １０日 海外視察打合せ 

宇都宮市街地開発組合臨時議会 

   １１日 宇都宮市水防訓練 

   １２日 在宅緩和ケア栃木勉強会 

１４日 長岡市視察「地域包括ケア」 

「こぶし園 サポートセンター」 

１５日 盛岡市視察「公共施設アセット

マネジメント」  

「自転車利用促進・自転車条例」 

１６日 弘前市視察「市民参加型まちづ

くり１％システム」 

１７日 海外視察打合せ 

２４日 議員協議会 ＬＲＴについて 

２７日 内閣府 青少年問題研究会「欧

州諸国の若者政策から日本の

若者の社会・政治参画を考える」 

２６日 消防団夏期点検活動 

２９日 研修会「地方創生」 

３０日 西原小学校の夜間照明撤去に

伴う現地調査 

８月 ３日 小規模多機能型居宅介護施設訪問  

６日 広島市原爆死没者慰霊式並び

に平和祈念式展 

８日 西原地区 納涼祭 

１０日 文教消防水道常任委員会 

健康長寿調査特別委員会 

海外視察打合せ 

２４日 宇都宮市環境審議会 

２８日 ９月定例議会開会（〜９/３０） 

     講演会 講師：孫崎享氏 

２９日 上映会「日本と原発」 

９月 ６日 西原地区 長寿を祝う敬老会 

９日 宇都宮市街地開発組合定例会 

１０日 海外視察打合せ 

３０日 定例議会閉会 

１０月 ４日 後援会「ふれあいバス旅行」 

  ５〜７日 行政視察 

１４〜１６日 文教消防水道常任委員会行

政視察 コミュニティスクール他 

２３〜２４日 ときめく未来へ参画会議 

２８日 柏市視察「柏市医療・介護多

職種連携情報共有システム」 

福田ちえ●ＰＲＯＦＩＬＥ 

1965（S40）3.16 生まれ O型  同居の家族：夫、娘３人、義母 

宇都宮市立西原小学校〜宇都宮市立一条中学校〜栃木県立宇都宮工業高校〜 

日本工業大学システム工学科卒業（1987.3） 

【主な経歴】 

1987 年 足利システムサービス（〜1993） 

2001 年 衆議院議員 水島広子秘書（〜2005） 

2014 年 老人デイサービスセンターにしはら（〜2015） 

西原小学校 PTA会長、一条中学校 PTA 副会長 

宇都宮市 PTA連合会 常任理事・同 教育課題特別委員会委員長 

宇都宮市議会議員 当選２回（2007、2011） 

◎文教消防水道常任委員長（2011.6～2012.6） 

◎建設常任委員会委員長（2012.6～2013.6） 

【現在の主な役職】 

一条中魅力ある学校づくり地域協議会／西原小魅力ある学校づくり地域協議会 

西原宮っ子ステーション運営委員会会長 

ときめく未来へ参画会議実行委員 

ちぇリングと愉快な仲間たち代表 

村田発條労働組合特別相談役／ＪＡＭ組織内議員団 

宇都宮中央ライオンズクラブ会長（2015〜2016） 

 

 


